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連結業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

本日付「2020 年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」で公表した 2020 年３月期(2019 年４月

１日～2020 年３月 31 日)の連結業績につきまして、前期実績値(2019 年３月期(2018 年４月１日

～2019 年３月 31 日))との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、当社は当該期間に係る業績予想を公表していないため、増減につきましては実績値との

比較になっております。 

 

記 

 

１. 2020 年３月期通期連結業績の前期実績との差異 

(単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する 
当期純利益 

１株当たり
当期純利益 

前期実績値 (Ａ) 

(2019 年３月期) 
13,741 131 180 134 5 円 76 銭

当期実績値 (Ｂ) 

(2020 年３月期) 
13,422 90 141 121 5 円 22 銭

増減額 (Ｂ－Ａ) △319 △40 △38 △12 

増減率 (％) △2.3 △30.9 △21.3 △9.3 

 

２. 差異の理由 

売上高は、住設環境機器事業の増収の一方で、機能性セラミック商品事業および陶磁器事業の

減収により、前期実績を下回る結果となりました。 

営業利益は、住設環境機器事業の増益の一方で、機能性セラミック商品事業における人件費

および修繕費などの経費削減、陶磁器事業における自社品比率向上による利益率改善および

販売費圧縮などが利益上昇要因となったものの、いずれの事業ともに減収を補うには至らず、

前期実績値を下回る結果となりました。 

経常利益は、屑廃材売却益および受取設備負担金などの計上が利益上昇要因となったものの、

上記の利益減少要因が影響し、前期実績値を下回る結果となりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益は、投資有価証券売却益などの計上が利益上昇要因とな

ったものの、上記の利益減少要因が影響し、前期実績値を下回る結果となりました。 

 

以 上 


